
どんな仕事？

仕事のやりがいや大変なところ
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すべての人が等しく旅の喜びを享受できる環境を設計する、観光のダイバーシティ推進者です。身体的なバリアだけでなく、言

語や文化、食習慣、心理的な障壁を取り除き、誰もが排除されない旅の形を提案する専門職です。「介護や介助」の延長ではなく、

個々の特性を「特別なこと」とせず、多様な背景を持つ人々が共に同じ景色を楽しみ、感動を分かち合える仕組みをデザインします。

中富良野町でこの仕事をするには？

誰もが旅を楽しめる仕組みをつくる人

旅行会社や自治体、宿泊施設において、ユニバーサルデザ

インの監修や多言語対応、食の多様性対応などを主導して

います。VR を活用した事前下見の提供や、移動を支援する

スマートモビリティの導入支援など、テクノロジーを用い

た障壁緩和も行われるようになりました。地域事業プロ

デューサーと連携し、地域の資源を「誰にとっても使いや

すい観光資源」へと磨き上げるコンサルティングや、受け

入れ側のマインドセットを変える講師としての活動も増え

ています。観光のアクセシビリティを高める専門職として、

地域づくりの分野でも必要とされつつあります。

職業の現在

職業の未来予測

個々の身体特性や嗜好に合わせ、移動や食事、活動をリア

ルタイムで最適化する仕組みの構築が加速するかもしれま

せん。テクノロジーと連携し不測の事態にも柔軟に対応で

きる体制を整え、旅のハードルを限りなくゼロに近づけて

いくと考えられます。旅が誰もが享受すべき権利として定

着する中、地域コミュニティ自体を包摂的な場へ変革する

役割を担う可能性があります。多様な人々が混ざり合うこ

とで生まれる価値を地域の力に変え、場所の制約を超えて

誰もが自己を更新できる旅の物語を、世界中と共創し編み

直していく存在となるのではないでしょうか。

インクルーシブ・ツーリズム専門家のやりがいは、安

心できる旅を実現できることです。車椅子利用者やバ

リアフリー対応が必要な方が、「ここまで不安なく旅が

できるとは思わなかった」と笑顔になる瞬間が原動力

になります。また、外国の文化や商習慣の違いを翻訳し、

ビジネスや観光を前に進めることにも大きな意義を感

じられます。一方で、バリアフリー環境は国や場所に

よって大きく異なるので、法律や現地事情を踏まえた

安全設計が不可欠です。常に機転と責任が求められる

仕事です。

京都市出身、現在はバリ在住。個人会社を起業し、日系企業のBtoBの仕事の傍ら車椅子利用者や障がいを持つ方
の旅行サポート、現地コーディネートを行っている。自身のスキルを活かした副業として大切にしており、日本
酒や日本食の普及にも努めている。

ロールモデルインタビュー

小仲 律子 さんMaruya  代表

小仲さんがフランスへ渡ったのは 2004 年。パリでの暮らしの中で旅行会社に勤務するようになりました。あるとき、日本から親族が

訪れ、車椅子で観光地を巡る際にさまざまな困難に直面する姿を目の当たりにしました。小仲さんは「言葉の不安も車椅子の不安も感

じずに石畳のパリ旅行を楽しんで欲しい」と強く思いました。実際には、巡礼地モンサンミッシェルやベルサイユ宮殿も、事前の準備

や工夫があれば車椅子で巡ることが可能です。乳母車でも同様に移動できます。大切なのは、正しい情報と現地での適切な判断だと小

仲さんは感じました。そうした体験から、障がい者運輸（タクシーの営業管理者と介護タクシー）の資格と、ハンディキャップツーリ

ズムというフランス全土にある観光設備がどの程度障がい者向けに作られているかを審査する審査員資格を取得しました。そうして小

仲さんは、本業の傍ら、副業として車椅子利用者や障がいのある方の旅行サポートや現地コーディネートを行うようになりました。

この人に協力してもらいました！

親族の車椅子旅行を転機に、旅行や滞在のサポートを行なう法人を立ち上げる

現在、小仲さんはインクルーシブな旅のサポートを提供する専門家として活動しています。この活動は、

日系企業の欧州進出や BtoB 事業をサポートする本業の傍ら、自らの社会的ミッションとして大切に育ん

でいる副業という位置付けであり、本業を支えるもう一つの大切な柱となっています。車椅子利用者やバ

リアフリー対応が必要な旅行者に向け、通訳ヘルパー、車椅子レンタル、車椅子対応観光ツアー、空港送

迎や現地移動手配など、渡航前から滞在中まで安心して旅ができるようトータル支援をしています。パリ

の地下鉄はまだ多くの駅がバリアフリー非対応で段差や設備不足もあります。だからこそ、機転をきかせ

現場で判断し、安全で円滑な旅をデザインします。通常の観光旅行では気づきにくい細やかな配慮が、旅

の安心感と満足度を大きく左右します。小仲さんはその一つひとつに向き合いながら、「誰もが自由に旅を

楽しめる環境」を支え続けています。

文化と制度を翻訳し、細やかな配慮で安心を設計する観光サービス

人生年表

教えて！小仲
さんの
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旅行者が困らないようにできること
石畳のパリを車椅子で旅する

インクルーシブ・
ツーリズム専門家

「観光客目線」で中富良野町を分析する（車椅子で行
ける場所、英語表記の有無、移動手段の選択肢等）

観光・福祉・国際ビジネス・バリアフリー・障がい者
支援の基礎知識を学ぶ

車椅子移動可能ルートマップ作成、冬季移動難易度の
可視化など、中富良野町の旅行中に困りそうな点をあ
らかじめ見える形にする

  インクルーシブ・ツーリズム専門家

37 歳

中富良野町の観光事業者・宿泊施設・観光協会などと
信頼関係を築く

日本酒や日本食などの
普及につとめる
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フランスへ

47 歳

2015 年
パリへ引っ越し
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2018 年
パリで会社設立
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